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議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

 

 

知事からの意見聴取に対する回答の承認について 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条の規定により知事から意見

を求められた令和５年６月定例府議会に提出された次の議案について、大阪府

教育委員会事務決裁規則第５条に基づき教育長が代決により異議がない旨を回

答した。 

この代決を、大阪府教育委員会事務決裁規則第７条第２項に基づき承認する。 

 

 

令和５年６月 26日 

 

 

大阪府教育委員会       

 

〇予算案 

 １ 令和５年度大阪府一般会計補正予算（第２号）の件（教育委員会関係部分） 

 

〇条例案 

 １ 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例一部改正の件 

２ 職員の特殊勤務手当に関する条例及び大阪府警察職員の特殊勤務手当に

関する条例一部改正の件 

３ 大阪府附属機関条例一部改正の件 

４ 大阪府児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等一部改

正の件 

５ 大阪府学校医等の公務災害補償に関する条例一部改正の件 

 

 

＜参考＞ 

  〇大阪府教育委員会事務決裁規則 

（事務の専決及び代決） 

第５条 第３条各号に規定する事項について緊急やむを得ないときは、教

育長がその事項を代決することができる。 
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（専決した事項等の報告） 

第７条  （略） 

 ２ 第５条の規定により教育長が代決したときは、速やかに委員会の会

議において報告し、その承認を受けるものとする。 



    ７億５，５４５万６千円

５，４４４億５，０００万円

５，４５２億  ５４５万６千円

上段 補正額

中段 補正前予算額

下段 補正後予算額

事 業 名
事業内容
の 説 明

5億9,961万2千円

0円

5億9,961万2千円

私 立 学 校 光 熱 費 1億556万円

高 騰 対 策 支 援 事 業 費 0円

1億556万円

 

公 の 施 設 運 営 費 5,028万4千円

0円

5,028万4千円

 

 

 

 

教育庁  令和５年度一般会計補正予算案（第２号）の概要

一般会計

第２号補正予算額

補正前予算額

補正後予算額

 光熱費や教材費などの高騰により学校運営に影響を及ぼしているこ
とから、教育の質を維持し低下を招かないために、学校設置者への支
援を行う。

学 校 給 食 費 等
支 援 事 業 費

 令和５年度に限り、学校給食を実施している大阪府立学校に通う幼
児児童生徒の保護者等の負担となっている学校給食費等を４月分から
３月分まで全額無償とすることで、物価高騰等に直面する子育て世代
等への支援を図る。

 公の施設における電気・ガス代の高騰対策及び将来の光熱費を低減
するため、照明のＬＥＤ化工事を行う。

〔 一 般 会 計 〕

事 業 費

私立学校に関す

る事業であるた

め協議の対象外
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○条例案 
 

番号 
 

件     名 概          要 

１ 
 

非常勤職員の報酬、費

用弁償及び期末手当に

関する条例一部改正の

件 

 

外国語指導助手の期末手当について、支給を行わないこと

とする。 

    施行日：公布の日 

 

２ 
 

職員の特殊勤務手当に

関する条例及び大阪府

警察職員の特殊勤務手

当に関する条例一部改

正の件 

 国家公務員について、新型コロナウイルス感染症への対処

業務に従事した場合の特殊勤務手当に係る規定が改められた

ことに伴い、同趣旨の改正を行う。 

    施行日：公布の日 

 

３ 
 

大阪府附属機関条例一

部改正の件 

大阪府立学校いじめ防止対策審議会の名称を大阪府立学校

いじめ防止対策等審議会に改正するとともに、担任する事務

を追加する等の改正を行う。 

    施行日：公布の日 

 

４ 
 

大阪府児童福祉施設の

設備及び運営に関する

基準を定める条例等一

部改正の件 

 

 

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（省令）等の改

正により、規定の整備（条項ずれ是正等）を行う。 

    施行日：公布の日 

〔関係条例〕 

・大阪府児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定め

る条例ほか４条例 

５ 
 

大阪府学校医等の公務

災害補償に関する条例

一部改正の件 

 

公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害

補償の基準を定める政令の改正に伴い、府立学校の学校医等

の公務災害に係る補償基礎額を改正する。 
   施行日：公布の日 
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大 阪 府 条 例 第    号  

非 常 勤 職 員 の 報 酬
、

費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改  

正 す る 条 例  
 非 常 勤 職 員 の 報 酬

、

費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条

例 第 三 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る
。  

附  則  

 こ の 条 例 は
、

公 布 の 日 か ら 施 行 す る
。  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 期 末 手 当 ） 

第 五 条  地 方 公 務 員 法（ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ

る 職 員 （ 以 下 「 第 五 条 適 用 職 員 」 と い う
。 ） に

係 る 期 末 手 当 は
、

職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当

に 関 す る 条 例（ 昭 和 三 十 九 年 大 阪 府 条 例 第 四 十

五 号
。

以 下 「 期 末 勤 勉 手 当 条 例 」 と い う
。 ） 第

二 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 （ 以 下 「 基 準 日 」

と い う
。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 第 五 条 適 用 職 員

（ 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く
。
以 下 こ の 条 に お い

て 同 じ
。 ） の う ち
、

基 準 日 の 属 す る 年 の 四 月 一

日 か ら 基 準 日 ま で に 開 始 さ れ る 第 五 条 適 用 職

員 と し て の 任 用 の 期 間 及 び 規 則 で 定 め る 任 用

の 期 間 を 合 算 し た 期 間（ 任 用 の 期 間 が 重 複 す る

場 合 は
、

重 複 す る 期 間 の い ず れ か 一 の 期 間 を 合

算 す る
。 ） が 六 箇 月 以 上 で あ る 職 員 （ 勤 務 時 間

が 一 週 当 た り 十 五 時 間 三 十 分 未 満 で あ る 者 を

除 く
。 ） に 対 し て
、

そ れ ぞ れ 期 末 勤 勉 手 当 条 例

第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 支 給 日 に 支 給 す る
。
こ

れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し
、
又 は 死 亡

し た 第 五 条 適 用 職 員 （ 規 則 で 定 め る 職 員 を 除

く
。 ） に つ い て も
、

同 様 と す る
。  

２ ・ ３  （ 略） 

（ 期 末 手 当 ） 

第 五 条  地 方 公 務 員 法（ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ

る 職 員 （ 以 下 「 第 五 条 適 用 職 員 」 と い う
。 ） に

係 る 期 末 手 当 は
、

職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当

に 関 す る 条 例（ 昭 和 三 十 九 年 大 阪 府 条 例 第 四 十

五 号
。

以 下 「 期 末 勤 勉 手 当 条 例 」 と い う
。 ） 第

二 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 （ 以 下 「 基 準 日 」
と い う
。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 第 五 条 適 用 職 員

の う ち
、

基 準 日 の 属 す る 年 の 四 月 一 日 か ら 基 準

日 ま で に 開 始 さ れ る 第 五 条 適 用 職 員 と し て の

任 用 の 期 間 及 び 規 則 で 定 め る 任 用 の 期 間 を 合

算 し た 期 間（ 任 用 の 期 間 が 重 複 す る 場 合 は
、

重

複 す る 期 間 の い ず れ か 一 の 期 間 を 合 算 す る
。 ）

が 六 箇 月 以 上 で あ る 職 員（ 勤 務 時 間 が 一 週 当 た

り 十 五 時 間 三 十 分 未 満 で あ る 者 を 除 く
。 ） に 対

し て
、

そ れ ぞ れ 期 末 勤 勉 手 当 条 例 第 二 条 第 一 項

に 規 定 す る 支 給 日 に 支 給 す る
。
こ れ ら の 基 準 日

前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し
、
又 は 死 亡 し た 第 五 条 適

用 職 員 （ 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く
。 ） に つ い て

も
、

同 様 と す る
。  

 

２ ・ ３  （ 略） 
  



 
 

大 阪 府 条 例 第    号  
   職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 及 び 大 阪 府 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手     

当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
（ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条  職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 大 阪 府 条 例 第 四 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

改 正 後  改 正 前  

  
   附  則  
 

１  （ 略） 
（ 防 疫 等 作 業 手 当 の 特 例 ） 

２  職 員 が
、

特 定 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等（ 新 型 イ

ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法（ 平 成 二 十 四 年

法 律 第 三 十 一 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 新 型

イ ン フ ル エ ン ザ 等 で
、

当 該 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ

等 に 係 る 同 法 第 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 政 府

対 策 本 部 が 設 置 さ れ た も の（ 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る も の に 限 る
。 ） を い う
。 ） か ら 府 民 の 生

命 及 び 健 康 を 保 護 す る た め に 行 わ れ た 措 置 に

係 る 業 務 で あ っ て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も

の に 従 事 し た と き は
、

第 九 条 の 規 定 に か か わ ら

ず
、

防 疫 等 作 業 手 当 を 支 給 す る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３  前 項 の 手 当 の 額 は
、

業 務 に 従 事 し た 日 一 日 に

つ き
、

千 五 百 円（ 緊 急 に 行 わ れ た 措 置 に 係 る 業

務 で あ っ て
、

心 身 に 著 し い 負 担 を 与 え る も の と

し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の に 従 事 し た

場 合 に あ っ て は
、

四 千 円） を 超 え な い 範 囲 内 に

お い て
、

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 と す る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   附  則  
 

１  （ 略） 
（ 防 疫 等 作 業 手 当 の 特 例 ） 

２  第 九 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 感 染 症 の う

ち
、

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症（ 病 原 体 が ベ ー
タ コ ロ ナ ウ イ ル ス 属 の コ ロ ナ ウ イ ル ス（ 令 和 二

年 一 月 に
、

中 華 人 民 共 和 国 か ら 世 界 保 健 機 関 に

対 し て
、

人 に 伝 染 す る 能 力 を 有 す る こ と が 新 た

に 報 告 さ れ た も の に 限 る
。 ） で あ る も の に 限 る
。

以 下 同 じ
。 ） に 関 す る 業 務 に 従 事 し た と き の 防

疫 等 作 業 手 当 は
、

同 号 の 規 定 に か か わ ら ず
、

職

員 が
、

次 に 掲 げ る 業 務 に 従 事 し た と き に 支 給 す

る
。  

 一  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 患 者 又 は 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に か か っ て い る 疑

い の あ る 者 に 接 す る 業 務  
 二  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 病 原 体 が 付

着 し
、
又 は 付 着 し て い る 疑 い の あ る 物 の 処 理  

 三  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 病 原 体 の 検

査 又 は 培 養 の た め 当 該 病 原 体 を 取 り 扱 う 業

務  
 四  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 患 者 が 療 養

を 行 っ て い る 施 設 に お け る 連 絡 調 整 に 関 す

る 業 務  
 五  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 患 者 の 身 体

に 接 触 し て 行 う 業 務  
 六  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 患 者 又 は 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に か か っ て い る 疑

い の あ る 者 に 長 時 間 に わ た り 接 す る 業 務  

３  前 項 の 防 疫 等 作 業 手 当 の 額 は
、

次 の 各 号 に 掲

げ る 業 務 の 区 分 に 応 じ
、

当 該 各 号 に 定 め る 額 と

す る
。  

 一  前 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 業 務

従 事 し た 日 一 日 に つ き 三 千 円
。

た だ し
、

当  
  該 業 務 が 正 規 の 勤 務 時 間 に よ る 勤 務 の 一 部

又 は 全 部 が 深 夜 に お い て 行 わ れ る 業 務（ 以 下

「 深 夜 業 務 」 と い う
。 ） で あ る と き は
、

そ の

勤 務 一 回 に つ き 三 千 円
。  

 二  前 項 第 五 号 及 び 第 六 号 に 掲 げ る 業 務  従

事 し た 日 一 日 に つ き 四 千 円
。

た だ し
、

当 該 業

務 が 深 夜 業 務 で あ る と き は
、

そ の 勤 務 一 回 に

つ き 四 千 円
。  

４  第 二 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 業 務

の い ず れ か に 従 事 し た 日（ 当 該 業 務 が 深 夜 業 務
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（ 大 阪 府 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条  大 阪 府 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 大 阪 府 条 例 第 四

十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

 
 
 
 
 
 

で あ る 場 合 に あ っ て は
、

一 回 の 勤 務 の 勤 務 時

間） に お い て
、

同 項 第 五 号 又 は 第 六 号 に 掲 げ る

業 務 に も 従 事 し た 場 合 に つ い て は
、

同 項 第 五 号

又 は 第 六 号 に 掲 げ る 業 務 に 従 事 し た 場 合 に の

み 該 当 す る も の と し て 防 疫 等 作 業 手 当 を 支 給

す る
。  

  

改 正 後  改 正 前  

  
   附  則  
 

１ ― ６  （ 略） 
（ 特 定 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 に 係 る 捜 査 等 業 務

手 当 等 の 特 例 ） 

７  職 員 が
、

第 三 条 第 一 項 各 号
、

第 四 条 第 一 項 各

号
、

第 五 条 第 一 項 各 号
、

第 八 条 第 一 項 第 二 号
、

第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 二 十 条 第 一 項 に 規 定 す

る 業 務（ 以 下「 支 給 対 象 業 務 」 と い う
。 ） に 従

事 し た 場 合 に お い て
、

特 定 新 型 イ ン フ ル エ ン

ザ 等（ 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置

法 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 三 十 一 号 ） 第 二 条

第 一 号 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等

で
、

当 該 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 に 係 る 同 法

第 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 政 府 対 策 本 部

が 設 置 さ れ た も の （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る も の に 限 る
。 ） を い う
。

以 下 同 じ
。 ） に

関 す る 業 務 で あ っ て 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る も の に 従 事 し た と き は
、
第 三 条 か ら 第 五

条 ま で
、

第 八 条
、

第 十 二 条 又 は 第 二 十 条 の 規 定

に か か わ ら ず
、

捜 査 等 業 務 手 当
、
交 通 取 締 手 当
、

警 ら 手 当
、

特 別 救 助 等 手 当
、

看 守 手 当 又 は 少 年

補 導 手 当 を 支 給 す る
。  

８  第 三 条 第 一 項 に 定 め る も の の ほ か
、

職 員 が
、

次 に 掲 げ る 業 務 の う ち
、

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る も の に 従 事 し た と き は
、

捜 査 等 業 務 手 当 を 支

給 す る
。  

 一  特 定 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 患 者 又 は 特

定 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 に か か っ て い る 疑

い の あ る 者 に 接 す る 業 務  
 二  特 定 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 病 原 体 が 付

着 し
、
又 は 付 着 し て い る 疑 い の あ る 物 の 処 理  

 三  前 二 号 に 掲 げ る 業 務 の ほ か
、

特 定 新 型 イ ン

フ ル エ ン ザ 等 に 関 す る 業 務  

９  前 二 項 の 手 当 の 額 は
、

業 務 に 従 事 し た 日

一 日 に つ き
、

千 五 百 円（ 心 身 に 著 し い 負 担 を

与 え る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も

の に 従 事 し た 場 合 に あ っ て は
、

四 千 円 ） を 超

え な い 範 囲 内 に お い て
、

人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 額 と す る
。

た だ し
、

職 員 の う ち 支 給

対 象 業 務 に 従 事 し
、

第 三 条 か ら 第 五 条 ま で
、

第
   附  則  
 

１ ― ６  （ 略） 
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   附  則  

（ 施 行 期 日 等） 

１  こ の 条 例 は
、

公 布 の 日 か ら 施 行 し
、

第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 特 殊

勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 職 員 特 殊 勤 務 手 当 条 例 」 と い う
。 ） 及 び 第 二

条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 大 阪 府 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 以 下

「 新 警 察 職 員 特 殊 勤 務 手 当 条 例 」 と い う
。 ） の 規 定 は
、

令 和 五 年 五 月 八 日 か ら

適 用 す る
。  

（ 内 払） 

２  新 職 員 特 殊 勤 務 手 当 条 例 を 適 用 す る 場 合 に お い て は
、

第 一 条 の 規 定 に よ る 改

正 前 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 規 定 に 基 づ い て 令 和 五 年 五 月 八 日

以 後 の 分 と し て 支 給 さ れ た 防 疫 等 作 業 手 当 は
、

新 職 員 特 殊 勤 務 手 当 条 例 の 規 定

に よ る 防 疫 等 作 業 手 当 の 内 払 と み な す
。  

３  新 警 察 職 員 特 殊 勤 務 手 当 条 例 を 適 用 す る 場 合 に お い て は
、

第 二 条 の 規 定 に よ

る 改 正 前 の 大 阪 府 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 規 定 に 基 づ い て 令

和 五 年 五 月 八 日 以 後 の 分 と し て 支 給 さ れ た 捜 査 等 業 務 手 当
、

交 通 取 締 手 当
、

警

ら 手 当
、

特 別 救 助 等 手 当
、

看 守 手 当 又 は 少 年 補 導 手 当 （ 以 下 「 捜 査 等 業 務 手 当

等」 と い う
。 ） は
、

新 警 察 職 員 特 殊 勤 務 手 当 条 例 の 規 定 に よ る 捜 査 等 業 務 手 当

等 の 内 払 と み な す
。  

八 条
、

第 十 二 条 又 は 第 二 十 条 の 規 定 に よ り 支 給

す る 手 当 の 支 給 対 象 と な る 職 員 に 対 す る 附 則

第 七 項 の 手 当 の 額 が
、

第 三 条 第 二 項
、

第 四 条

第 二 項
、

第 五 条 第 二 項
、

第 八 条 第 二 項 第 二 号 若

し く は 第 三 項
、

第 十 二 条 第 二 項 又 は 第 二 十 条 第

二 項 に 規 定 す る 手 当 の 額（ 以 下「 捜 査 等 業 務 手

当 等 の 額」 と い う
。 ） に 達 し な い 場 合 に あ っ て

は
、

当 該 職 員 に 対 す る 附 則 第 七 項 の 手 当 の 額

は
、

捜 査 等 業 務 手 当 等 の 額 と す る
。  
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大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 附 属 機 関 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
 大 阪 府 附 属 機 関 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る
。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る
。  

附  則  

改 正 後  改 正 前  

  

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ） 
 一  （ 略） 

名 称  担 任 す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

大 阪 府 障 害 者 自

立 支 援 協 議 会  

障 害 者 の 日 常 生 活 及

び 社 会 生 活 を 総 合 的

に 支 援 す る た め の 法

律 （ 平 成 十 七 年 法 律

第 百 二 十 三 号 ） 第 八

十 九 条 第 八 項 に 規 定

す る 事 項 並 び に 同 法

第 八 十 九 条 の 三 の 規

定 に よ る 障 害 者 等 へ

の 支 援 の 体 制 に つ い

て の 調 査 審 議 及 び 関

係 機 関 等 の 相 互 の 連

絡 調 整 に 関 す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

 二  （ 略） 

名 称  担 任 す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

大 阪 府 立 学 校 い

じ め 防 止 対 策 等

審 議 会  

府 立 学 校 の 児 童 及 び

生 徒 に 係 る い じ め 防

止 対 策 推 進 法 第 十 四

条 第 三 項 に 規 定 す る

い じ め の 防 止 等 の た

め の 対 策 に つ い て の

調 査 審 議 及 び 同 法 第

二 十 八 条 第 一 項 に 規

定 す る 重 大 事 態 に 係

る 事 実 関 係 を 明 確 に

す る た め の 調 査 に 関

す る 事 務 並 び に 学 校

生 活 に 起 因 す る 府 立

学 校 の 児 童 及 び 生 徒

の 自 殺 又 は 自 殺 未 遂

が あ っ た 場 合（ そ の 疑

い が あ る 場 合 を 含

む
。 ） に 係 る 事 実 関 係

を 明 確 に す る た め の

調 査 に 関 す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

三 ・ 四  （ 略） 

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ） 
 一  （ 略） 

名 称  担 任 す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

大 阪 府 障 害 者 自

立 支 援 協 議 会  

障 害 者 の 日 常 生 活 及

び 社 会 生 活 を 総 合 的

に 支 援 す る た め の 法

律 （ 平 成 十 七 年 法 律

第 百 二 十 三 号 ） 第 八

十 九 条 第 七 項 に 規 定

す る 事 項 並 び に 同 法

第 八 十 九 条 の 三 の 規

定 に よ る 障 害 者 等 へ

の 支 援 の 体 制 に つ い

て の 調 査 審 議 及 び 関

係 機 関 等 の 相 互 の 連

絡 調 整 に 関 す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

 二  （ 略） 

名 称  担 任 す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

大 阪 府 立 学 校 い

じ め 防 止 対 策 審

議 会  

府 立 学 校 の 児 童 及 び

生 徒 に 係 る い じ め 防

止 対 策 推 進 法 第 十 四

条 第 三 項 に 規 定 す る

い じ め の 防 止 等 の た

め の 対 策 に つ い て の

調 査 審 議 及 び 同 法 第

二 十 八 条 第 一 項 に 規

定 す る 重 大 事 態 に 係

る 事 実 関 係 を 明 確 に

す る た め の 調 査 に 関

す る 事 務  

（ 略） （ 略） 

三 ・ 四  （ 略） 
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 こ の 条 例 は
、

公 布 の 日 か ら 施 行 す る
。  
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大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 等

の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
（ 大 阪 府 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条  大 阪 府 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

十 四 年 大 阪 府 条 例 第 百 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 給 付 金 と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 の 管 理） 

第 十 七 条  乳 児 院
、

児 童 養 護 施 設
、

障 害 児 入 所 施

設
、

児 童 心 理 治 療 施 設 及 び 児 童 自 立 支 援 施 設

は
、

当 該 施 設 の 設 置 者 が 入 所 し て い る 児 童 に 係

る 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

（ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 六 十 三 号
。
以 下「 令」

と い う
。 ） 第 十 二 条 の 二 に 規 定 す る こ ど も 家 庭

庁 長 官 が 定 め る 給 付 金（ 以 下 こ の 条 に お い て

「 給 付 金」 と い う
。 ） の 支 給 を 受 け た と き は
、

給 付 金 と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 及 び こ れ に 準

ず る も の（ こ れ ら の 運 用 に よ り 生 じ た 収 益 を 含

む
。

以 下 こ の 条 に お い て「 児 童 に 係 る 金 銭」 と

い う
。 ） を 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 管 理 し な け

れ ば な ら な い
。  

 一 ― 四  （ 略） 
 
（ 乳 児 院 の 長 の 資 格 等） 

第 三 十 条  乳 児 院 の 長 は
、

次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 し
、

か つ
、

令 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定

す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 者 が 行 う 乳

児 院 の 運 営 に 関 し 必 要 な 知 識 を 習 得 さ せ る た

め の 研 修 を 受 け た 者 で あ っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識

見 が 高 く
、

乳 児 院 を 適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す

る も の で な け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

次 に 掲 げ る

期 間 の 合 計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第

二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る こ ど

も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修

了 し た も の  
  イ― ハ  （ 略） 

２  乳 児 院 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の

向 上 の た め の 令 第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 に 規 定

す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 者 が 行 う 研

修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や む を 得

な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な い
。  

 
（ 母 子 生 活 支 援 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 三 十 八 条  母 子 生 活 支 援 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

令 第 二 十 七 条 の 二

第 一 項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す

る 者 が 行 う 母 子 生 活 支 援 施 設 の 運 営 に 関 し 必

要 な 知 識 を 習 得 さ せ る た め の 研 修 を 受 け た 者

で あ っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

母 子 生 活

（ 給 付 金 と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 の 管 理） 

第 十 七 条  乳 児 院
、

児 童 養 護 施 設
、

障 害 児 入 所 施

設
、

児 童 心 理 治 療 施 設 及 び 児 童 自 立 支 援 施 設

は
、

当 該 施 設 の 設 置 者 が 入 所 し て い る 児 童 に 係

る 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

（ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 六 十 三 号
。
以 下「 令」

と い う
。 ） 第 十 二 条 の 二 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大

臣 が 定 め る 給 付 金（ 以 下 こ の 条 に お い て「 給 付

金」 と い う
。 ） の 支 給 を 受 け た と き は
、

給 付 金

と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 及 び こ れ に 準 ず る も

の （ こ れ ら の 運 用 に よ り 生 じ た 収 益 を 含 む
。

以

下 こ の 条 に お い て「 児 童 に 係 る 金 銭」 と い う
。 ）

を 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 管 理 し な け れ ば な

ら な い
。  

 一 ― 四  （ 略） 
 
（ 乳 児 院 の 長 の 資 格 等） 

第 三 十 条  乳 児 院 の 長 は
、

次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 し
、

か つ
、

令 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定

す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が 行 う 乳 児 院

の 運 営 に 関 し 必 要 な 知 識 を 習 得 さ せ る た め の

研 修 を 受 け た 者 で あ っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が

高 く
、

乳 児 院 を 適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も

の で な け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

次 に 掲 げ る

期 間 の 合 計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第

二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る 厚 生

労 働 大 臣 が 指 定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修 了 し

た も の  
  イ― ハ  （ 略） 

２  乳 児 院 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の

向 上 の た め の 令 第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 に 規 定

す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が 行 う 研 修 を

受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や む を 得 な い

理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な い
。  

 
（ 母 子 生 活 支 援 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 三 十 八 条  母 子 生 活 支 援 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

令 第 二 十 七 条 の 二

第 一 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者

が 行 う 母 子 生 活 支 援 施 設 の 運 営 に 関 し 必 要 な

知 識 を 習 得 さ せ る た め の 研 修 を 受 け た 者 で あ

っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

母 子 生 活 支 援
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支 援 施 設 を 適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も の

で な け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

第 三 十 条 第

一 項 第 四 号 イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 期 間 の 合

計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第 二 十 七 条

の 二 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁

長 官 が 指 定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修 了 し た も

の  

２  母 子 生 活 支 援 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の 向 上 の た め の 令 第 二 十 七 条 の 二 第

二 項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る

者 が 行 う 研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ

し
、

や む を 得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り

で な い
。  

 
（ 保 育 の 内 容） 

第 四 十 九 条  保 育 所 に お け る 保 育 は
、

養 護 及 び 教

育 を 一 体 的 に 行 う こ と を そ の 特 性 と し
、

そ の 内

容 に つ い て は
、

令 第 三 十 五 条 に 規 定 す る 内 閣 総

理 大 臣 が 定 め る 指 針 に 従 う
。  

 
（ 児 童 養 護 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 五 十 九 条  児 童 養 護 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号 の い

ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

令 第 四 十 二 条 の 二 第 一

項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 者

が 行 う 児 童 養 護 施 設 の 運 営 に 関 し 必 要 な 知 識

を 習 得 さ せ る た め の 研 修 を 受 け た 者 で あ っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

児 童 養 護 施 設 を 適 切

に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も の で な け れ ば な ら

な い
。  

 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

第 三 十 条 第

一 項 第 四 号 イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 期 間 の 合

計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第 四 十 二 条

の 二 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁

長 官 が 指 定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修 了 し た も

の  

２  児 童 養 護 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の

資 質 の 向 上 の た め の 令 第 四 十 二 条 の 二 第 二 項

に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 者 が

行 う 研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や

む を 得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な

い
。  

 
（ 職 員 ） 

第 六 十 八 条  （ 略） 
 一 ― 五  （ 略） 
 六  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者（ 障 害 児 通 所 支 援

又 は 障 害 児 入 所 支 援 の 提 供 の 管 理 を 行 う 者

と し て 令 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る こ ど

も 家 庭 庁 長 官 が 定 め る も の を い う
。

以 下 同

じ
。 ） 

２ ― 15  （ 略） 
 
（ 職 員 ） 

第 八 十 二 条  （ 略） 
 一 ― 七  （ 略） 

施 設 を 適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も の で な

け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

第 三 十 条 第

一 項 第 四 号 イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 期 間 の 合

計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第 二 十 七 条

の 二 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣

が 指 定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修 了 し た も の  
 

２  母 子 生 活 支 援 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の 向 上 の た め の 令 第 二 十 七 条 の 二 第

二 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が

行 う 研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や

む を 得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な

い
。  

 
（ 保 育 の 内 容） 

第 四 十 九 条  保 育 所 に お け る 保 育 は
、

養 護 及 び 教

育 を 一 体 的 に 行 う こ と を そ の 特 性 と し
、

そ の 内

容 に つ い て は
、

令 第 三 十 五 条 に 規 定 す る 厚 生 労

働 大 臣 が 定 め る 指 針 に 従 う
。  

 
（ 児 童 養 護 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 五 十 九 条  児 童 養 護 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号 の い

ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

令 第 四 十 二 条 の 二 第 一

項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が 行

う 児 童 養 護 施 設 の 運 営 に 関 し 必 要 な 知 識 を 習

得 さ せ る た め の 研 修 を 受 け た 者 で あ っ て
、

人 格

が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

児 童 養 護 施 設 を 適 切 に 運

営 す る 能 力 を 有 す る も の で な け れ ば な ら な い
。  

 
 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

第 三 十 条 第

一 項 第 四 号 イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 期 間 の 合

計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第 四 十 二 条

の 二 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣

が 指 定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修 了 し た も の  
 

２  児 童 養 護 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の

資 質 の 向 上 の た め の 令 第 四 十 二 条 の 二 第 二 項

に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が 行 う

研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や む を

得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な い
。  

 
 
（ 職 員 ） 

第 六 十 八 条  （ 略） 
 一 ― 五  （ 略） 
 六  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者（ 障 害 児 通 所 支 援

又 は 障 害 児 入 所 支 援 の 提 供 の 管 理 を 行 う 者

と し て 令 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 厚 生

労 働 大 臣 が 定 め る も の を い う
。

以 下 同 じ
。 ） 

 

２ ― 15  （ 略） 
 
（ 職 員 ） 

第 八 十 二 条  （ 略） 
 一 ― 七  （ 略） 
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（ 大 阪 府 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 の 指 定 並 び に 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員
、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条  大 阪 府 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 の 指 定 並 び に 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の

人 員
、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 百

四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

八  日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 医 療  

的 ケ ア（ 人 工 呼 吸 器 に よ る 呼 吸 管 理
、

喀 痰

か く た ん

吸

引 そ の 他 令 第 六 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る こ

ど も 家 庭 庁 長 官 が 定 め る 医 療 行 為 を い う
。

以 下 同 じ
。 ） を 恒 常 的 に 受 け る こ と が 不 可 欠

で あ る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア を 行 う 場 合 に

は
、

看 護 職 員  

２ ― 11  （ 略） 
 
（ 児 童 心 理 治 療 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 九 十 三 条  児 童 心 理 治 療 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

令 第 七 十 四 条 第 一

項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 者

が 行 う 児 童 心 理 治 療 施 設 の 運 営 に 関 し 必 要 な

知 識 を 習 得 さ せ る た め の 研 修 を 受 け た 者 で あ

っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

児 童 心 理 治 療

施 設 を 適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も の で な

け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

第 三 十 条 第

一 項 第 四 号 イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 期 間 の 合

計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第 七 十 四 条

第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官

が 指 定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修 了 し た も の  

２  児 童 心 理 治 療 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の 向 上 の た め の 令 第 七 十 四 条 第 二 項

に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 者 が

行 う 研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や

む を 得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な

い
。  

 
（ 児 童 自 立 支 援 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 百 一 条  児 童 自 立 支 援 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

こ ど も 家 庭 庁 組 織 規

則（ 令 和 五 年 内 閣 府 令 第 三 十 八 号 ） 第 十 六 条 に

規 定 す る 人 材 育 成 セ ン タ ー（ 以 下「 人 材 育 成 セ

ン タ ー」 と い う
。 ） が 行 う 児 童 自 立 支 援 施 設 の

運 営 に 関 し 必 要 な 知 識 を 習 得 さ せ る た め の 研

修 又 は こ れ に 相 当 す る 研 修 を 受 け た 者 で あ っ

て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

児 童 自 立 支 援 施

設 を 適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も の で な け

れ ば な ら な い
。  

 一 ― 四  （ 略） 

２  児 童 自 立 支 援 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の 向 上 の た め の 令 第 八 十 一 条 第 二 項

に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 指 定 す る 者 が

行 う 研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や

む を 得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な

い
。  

八  日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 医 療  

的 ケ ア（ 人 工 呼 吸 器 に よ る 呼 吸 管 理
、

喀 痰

か く た ん

吸

引 そ の 他 令 第 六 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 厚

生 労 働 大 臣 が 定 め る 医 療 行 為 を い う
。

以 下

同 じ
。 ） を 恒 常 的 に 受 け る こ と が 不 可 欠 で あ

る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア を 行 う 場 合 に は
、

看

護 職 員  

２ ― 11  （ 略） 
 
（ 児 童 心 理 治 療 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 九 十 三 条  児 童 心 理 治 療 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

令 第 七 十 四 条 第 一

項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が 行

う 児 童 心 理 治 療 施 設 の 運 営 に 関 し 必 要 な 知 識

を 習 得 さ せ る た め の 研 修 を 受 け た 者 で あ っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

児 童 心 理 治 療 施 設 を

適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も の で な け れ ば

な ら な い
。  

 一 ― 三  （ 略） 
 四  知 事 が 前 三 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 能

力 を 有 す る と 認 め る 者 で あ っ て
、

第 三 十 条 第

一 項 第 四 号 イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 期 間 の 合

計 が 三 年 以 上 で あ る も の 又 は 令 第 七 十 四 条

第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指

定 す る 講 習 会 の 課 程 を 修 了 し た も の  

２  児 童 心 理 治 療 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の 向 上 の た め の 令 第 七 十 四 条 第 二 項

に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が 行 う

研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や む を

得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な い
。  

 
 
（ 児 童 自 立 支 援 施 設 の 長 の 資 格 等） 

第 百 一 条  児 童 自 立 支 援 施 設 の 長 は
、

次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 し
、

か つ
、

厚 生 労 働 省 組 織 規 則

（ 平 成 十 三 年 厚 生 労 働 省 令 第 一 号 ） 第 六 百 二 十

二 条 に 規 定 す る 人 材 育 成 セ ン タ ー（ 以 下「 人 材

育 成 セ ン タ ー」 と い う
。 ） が 行 う 児 童 自 立 支 援

施 設 の 運 営 に 関 し 必 要 な 知 識 を 習 得 さ せ る た

め の 研 修 又 は こ れ に 相 当 す る 研 修 を 受 け た 者

で あ っ て
、

人 格 が 高 潔 で 識 見 が 高 く
、

児 童 自 立

支 援 施 設 を 適 切 に 運 営 す る 能 力 を 有 す る も の

で な け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 四  （ 略） 

２  児 童 自 立 支 援 施 設 の 長 は
、

二 年 に 一 回 以 上
、

そ の 資 質 の 向 上 の た め の 令 第 八 十 一 条 第 二 項

に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 者 が 行 う

研 修 を 受 け な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

や む を

得 な い 理 由 が あ る と き は
、

こ の 限 り で な い
。  
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  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

（ 大 阪 府 指 定 障 害 児 入 所 施 設 の 指 定 並 び に 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員
、

設 備 及

び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 三 条  大 阪 府 指 定 障 害 児 入 所 施 設 の 指 定 並 び に 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員
、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 百 五 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 従 業 者 の 員 数） 

第 六 条  （ 略） 

２  前 項 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 の ほ か
、

指 定 児 童 発

達 支 援 事 業 所 に お い て
、
日 常 生 活 を 営 む の に 必

要 な 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に は 機 能 訓 練 担 当 職

員（ 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 担 当

す る 職 員 を い う
。

以 下 同 じ
。 ） を
、

日 常 生 活 及

び 社 会 生 活 を 営 む た め に 医 療 的 ケ ア（ 人 工 呼 吸  

器 に よ る 呼 吸 管 理
、

喀 痰

か く た ん

吸 引 そ の 他 令 第 五 条 第

二 項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 定 め る 医

療 行 為 を い う
。

以 下 同 じ
。 ） を 恒 常 的 に 受 け る

こ と が 不 可 欠 で あ る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア を 行

う 場 合 に は 看 護 職 員（ 保 健 師
、

助 産 師
、

看 護 師

又 は 准 看 護 師 を い う
。

以 下 同 じ
。 ） を
、

そ れ ぞ

れ 置 か な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は
、

看 護 職 員 を 置 か

な い こ と が で き る
。  

 一 ― 三  （ 略） 

３ ― ９  （ 略） 
 
（ 通 所 利 用 者 負 担 額 の 受 領） 

第 二 十 四 条  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 

４  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 費 用 に つ い て は
、

令 第 二  
 十 三 条 第 四 項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が  
 定 め る と こ ろ に よ る も の と す る

。  

５ ・ ６  （ 略） 
 
（ 通 所 利 用 者 負 担 額 の 受 領） 

第 六 十 一 条  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 

４  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 費 用 に つ い て は
、

令 第 六  
 十 条 第 四 項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 定  
 め る と こ ろ に よ る も の と す る

。  

５ ・ ６  （ 略） 

（ 従 業 者 の 員 数） 

第 六 条  （ 略） 

２  前 項 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 の ほ か
、

指 定 児 童 発

達 支 援 事 業 所 に お い て
、
日 常 生 活 を 営 む の に 必

要 な 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に は 機 能 訓 練 担 当 職

員（ 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 担 当

す る 職 員 を い う
。

以 下 同 じ
。 ） を
、

日 常 生 活 及

び 社 会 生 活 を 営 む た め に 医 療 的 ケ ア（ 人 工 呼 吸  

器 に よ る 呼 吸 管 理
、

喀 痰

か く た ん

吸 引 そ の 他 令 第 五 条 第

二 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 医 療 行

為 を い う
。

以 下 同 じ
。 ） を 恒 常 的 に 受 け る こ と

が 不 可 欠 で あ る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア を 行 う 場

合 に は 看 護 職 員（ 保 健 師
、

助 産 師
、

看 護 師 又 は

准 看 護 師 を い う
。

以 下 同 じ
。 ） を
、

そ れ ぞ れ 置

か な け れ ば な ら な い
。

た だ し
、

次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 場 合 に は
、

看 護 職 員 を 置 か な い

こ と が で き る
。  

 一 ― 三  （ 略） 

３ ― ９  （ 略） 
 
（ 通 所 利 用 者 負 担 額 の 受 領） 

第 二 十 四 条  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 

４  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 費 用 に つ い て は
、

令 第 二  
 十 三 条 第 四 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め  
 る と こ ろ に よ る も の と す る

。  

５ ・ ６  （ 略） 
 
（ 通 所 利 用 者 負 担 額 の 受 領） 

第 六 十 一 条  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 

４  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 費 用 に つ い て は
、

令 第 六  
 十 条 第 四 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る  
 と こ ろ に よ る も の と す る
。  

５ ・ ６  （ 略） 
  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 入 所 利 用 者 負 担 額 の 受 領） 

第 十 八 条  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 

（ 入 所 利 用 者 負 担 額 の 受 領） 

第 十 八 条  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 
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（ 大 阪 府 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス 事 業 者 の 指 定 並 び に 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス の 事 業

の 人 員
、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 四 条  大 阪 府 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス 事 業 者 の 指 定 並 び に 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス

の 事 業 の 人 員
、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 大 阪 府

条 例 第 百 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

４  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 費 用 に つ い て は
、

令 第 十

七 条 第 四 項 に 規 定 す る こ ど も 家 庭 庁 長 官 が 定

め る と こ ろ に よ る も の と す る
。  

５ ・ ６  （ 略） 
 
（ 給 付 金 と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 の 管 理） 

第 三 十 二 条  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は
、

当 該

指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 の 設 置 者 が 障 害 児

に 係 る 令 第 三 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る こ ど も

家 庭 庁 長 官 が 定 め る 給 付 金（ 以 下 こ の 条 に お い

て「 給 付 金」 と い う
。 ） の 支 給 を 受 け た と き は
、

給 付 金 と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 及 び こ れ に 準

ず る も の（ こ れ ら の 運 用 に よ り 生 じ た 収 益 を 含

む
。

以 下 こ の 条 に お い て「 障 害 児 に 係 る 金 銭」

と い う
。 ） を 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 管 理 し な

け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 四  （ 略） 

４  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 費 用 に つ い て は
、

令 第 十

七 条 第 四 項 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る

と こ ろ に よ る も の と す る
。  

５ ・ ６  （ 略） 
 
（ 給 付 金 と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 の 管 理） 

第 三 十 二 条  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は
、

当 該

指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 の 設 置 者 が 障 害 児

に 係 る 令 第 三 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 厚 生 労

働 大 臣 が 定 め る 給 付 金（ 以 下 こ の 条 に お い て

「 給 付 金」 と い う
。 ） の 支 給 を 受 け た と き は
、

給 付 金 と し て 支 払 を 受 け た 金 銭 及 び こ れ に 準

ず る も の（ こ れ ら の 運 用 に よ り 生 じ た 収 益 を 含

む
。

以 下 こ の 条 に お い て「 障 害 児 に 係 る 金 銭」

と い う
。 ） を 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 管 理 し な

け れ ば な ら な い
。  

 一 ― 四  （ 略） 
  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 従 業 者 の 配 置 の 基 準 ） 

第 六 条  指 定 居 宅 介 護 の 事 業 を 行 う 者（ 以 下「 指

定 居 宅 介 護 事 業 者」 と い う
。 ） が 当 該 事 業 を 行

う 事 業 所（ 以 下 こ の 章 に お い て「 指 定 居 宅 介 護

事 業 所」 と い う
。 ） ご と に 置 く べ き 従 業 者（ 指

定 居 宅 介 護 の 提 供 に 当 た る 者 と し て 障 害 者 の

日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た

め の 法 律 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス の 事

業 等 の 人 員
、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 第 五 条

第 一 項 の 規 定 に よ り こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚

生 労 働 大 臣 が 定 め る も の を い う
。
以 下 こ の 節 に

お い て 同 じ
。 ） の 員 数 は
、

常 勤 換 算 方 法 で
、

二 ・

五 以 上 と す る
。  

２  （ 略） 
 
（ 準 用 ） 

第 八 条  前 二 条 の 規 定 は
、

重 度 訪 問 介 護
、

同 行 援

護 及 び 行 動 援 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス

の 事 業 に つ い て 準 用 す る
。

こ の 場 合 に お い て
、

重 度 訪 問 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス の

事 業 に つ い て 準 用 す る 第 六 条 第 一 項 中「 こ ど も

家 庭 庁 長 官 及 び 厚 生 労 働 大 臣」 と あ る の は
、「 厚

生 労 働 大 臣」 と 読 み 替 え る も の と す る
。  

 
（ 従 業 者 の 配 置 の 基 準 ） 

第 四 十 五 条  居 宅 介 護 に 係 る 基 準 該 当 障 害 福 祉

サー ビ ス（ 以 下 こ の 節 に お い て「 基 準 該 当 居 宅

（ 従 業 者 の 配 置 の 基 準 ） 

第 六 条  指 定 居 宅 介 護 の 事 業 を 行 う 者（ 以 下「 指

定 居 宅 介 護 事 業 者」 と い う
。 ） が 当 該 事 業 を 行

う 事 業 所（ 以 下 こ の 章 に お い て「 指 定 居 宅 介 護

事 業 所」 と い う
。 ） ご と に 置 く べ き 従 業 者（ 指

定 居 宅 介 護 の 提 供 に 当 た る 者 と し て 障 害 者 の

日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た

め の 法 律 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス の 事

業 等 の 人 員
、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 第 五 条

第 一 項 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る も

の を い う
。

以 下 こ の 節 に お い て 同 じ
。 ） の 員 数

は
、

常 勤 換 算 方 法 で
、

二 ・ 五 以 上 と す る
。  

 

２  （ 略） 
 
（ 準 用 ） 

第 八 条  前 二 条 の 規 定 は
、

重 度 訪 問 介 護
、

同 行 援

護 及 び 行 動 援 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス

の 事 業 に つ い て 準 用 す る
。  

 
 
 
 
 
（ 従 業 者 の 配 置 の 基 準 ） 

第 四 十 五 条  居 宅 介 護 に 係 る 基 準 該 当 障 害 福 祉

サー ビ ス（ 以 下 こ の 節 に お い て「 基 準 該 当 居 宅
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介 護」 と い う
。 ） の 事 業 を 行 う 者（ 以 下 こ の 節

に お い て「 基 準 該 当 居 宅 介 護 事 業 者」 と い う
。 ）

が
、

当 該 事 業 を 行 う 事 業 所（ 以 下 こ の 節 に お い

て「 基 準 該 当 居 宅 介 護 事 業 所」 と い う
。 ） ご と

に 置 く べ き 従 業 者（ 基 準 該 当 居 宅 介 護 の 提 供 に

当 た る 者 と し て 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生

活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に 基 づ く 指

定 障 害 福 祉 サー ビ ス の 事 業 等 の 人 員
、

設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 第 四 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚 生 労 働 大 臣 が 定

め る も の を い う
。

以 下 こ の 節 に お い て 同 じ
。 ）

の 員 数 は
、

三 以 上 と す る
。  

２  （ 略） 
 
（ 運 営 に 関 す る 基 準 ） 

第 四 十 九 条  （ 略） 

２  第 五 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で 並 び に 第 四 節

（ 第 二 十 二 条 第 一 項
、

第 二 十 三 条
、

第 二 十 四 条  
 第 一 項

、

第 二 十 八 条
、

第 三 十 三 条
、

第 三 十 六 条

の 二 及 び 第 四 十 四 条 を 除 く
。 ） 並 び に 第 四 十 五

条 か ら 前 条 ま で の 規 定 は
、

重 度 訪 問 介 護
、

同 行

援 護 及 び 行 動 援 護 に 係 る 基 準 該 当 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス の 事 業 に つ い て 準 用 す る
。
こ の 場 合 に お

い て
、

第 十 条 第 一 項 中「 第 三 十 二 条 」 と あ る の

は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 三 十

二 条 」 と
、

第 二 十 一 条 第 二 項 中「 次 条 第 一 項 」

と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す

る 次 条 第 二 項 」 と
、

第 二 十 四 条 第 二 項 中「 第 二

十 二 条 第 二 項 」 と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項

に お い て 準 用 す る 第 二 十 二 条 第 二 項 」 と
、

第 二

十 六 条 第 一 号 中「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は「 第

四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 次 条 第 一 項 」

と
、

第 三 十 一 条 第 三 項 中「 第 二 十 七 条 第 一 項 」

と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す

る 第 二 十 七 条 第 一 項 」 と
、

第 三 十 二 条 中「 第 三

十 六 条 第 一 項 」 と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項

に お い て 準 用 す る 第 三 十 六 条 第 一 項 」 と
、

第 四

十 八 条 第 一 項 第 二 号 中「 第 四 十 五 条 第 二 項 」 と

あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る

第 四 十 五 条 第 二 項 」 と
、

同 条 第 二 項 中「 次 条 第

一 項 」 と あ る の は「 次 条 第 二 項 」 と 読 み 替 え る

ほ か
、

重 度 訪 問 介 護 に 係 る 基 準 該 当 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス の 事 業 に つ い て 準 用 す る 場 合 に 限 り
、

第

四 十 五 条 中「 こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚 生 労 働 大

臣」 と あ る の は「 厚 生 労 働 大 臣」 と 読 み 替 え る

も の と す る
。  

 
（ 利 用 者 負 担 額 等 の 受 領） 

第 五 十 六 条  （ 略） 

２  指 定 療 養 介 護 事 業 者 は
、

法 定 代 理 受 領 を 行 わ

な い 指 定 療 養 介 護 を 行 っ た 際 は
、

支 給 決 定 障 害

者 か ら 当 該 指 定 療 養 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉

サー ビ ス 等 費 用 基 準 額 及 び 指 定 療 養 介 護 医 療

に つ き 健 康 保 険 の 療 養 に 要 す る 費 用 の 額 の 算

定 方 法 の 例 に よ り 算 定 し た 額 又 は 法 第 七 十 条

第 二 項 に お い て 準 用 す る 法 第 五 十 八 条 第 四 項

に 規 定 す る 主 務 大 臣 の 定 め る と こ ろ に よ り 算

定 し た 額 の 支 払 を 受 け る こ と と す る
。  

３ ― ５  （ 略） 
 

介 護」 と い う
。 ） の 事 業 を 行 う 者（ 以 下 こ の 節

に お い て「 基 準 該 当 居 宅 介 護 事 業 者」 と い う
。 ）

が
、

当 該 事 業 を 行 う 事 業 所（ 以 下 こ の 節 に お い

て「 基 準 該 当 居 宅 介 護 事 業 所」 と い う
。 ） ご と

に 置 く べ き 従 業 者（ 基 準 該 当 居 宅 介 護 の 提 供 に

当 た る 者 と し て 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生

活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に 基 づ く 指

定 障 害 福 祉 サー ビ ス の 事 業 等 の 人 員
、

設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 第 四 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る も の を い う
。
以 下 こ

の 節 に お い て 同 じ
。 ） の 員 数 は
、

三 以 上 と す る
。  

 

２  （ 略） 
 
（ 運 営 に 関 す る 基 準 ） 

第 四 十 九 条  （ 略） 

２  第 五 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で 並 び に 第 四 節

（ 第 二 十 二 条 第 一 項
、

第 二 十 三 条
、

第 二 十 四 条

第 一 項
、

第 二 十 八 条
、

第 三 十 三 条
、

第 三 十 六 条

の 二 及 び 第 四 十 四 条 を 除 く
。 ） 並 び に 第 四 十 五

条 か ら 前 条 ま で の 規 定 は
、

重 度 訪 問 介 護
、

同 行

援 護 及 び 行 動 援 護 に 係 る 基 準 該 当 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス の 事 業 に つ い て 準 用 す る
。
こ の 場 合 に お

い て
、

第 十 条 第 一 項 中「 第 三 十 二 条 」 と あ る の

は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 三 十

二 条 」 と
、

第 二 十 一 条 第 二 項 中「 次 条 第 一 項 」

と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す

る 次 条 第 二 項 」 と
、

第 二 十 四 条 第 二 項 中「 第 二

十 二 条 第 二 項 」 と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項

に お い て 準 用 す る 第 二 十 二 条 第 二 項 」 と
、

第 二

十 六 条 第 一 号 中「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は「 第

四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 次 条 第 一 項 」

と
、

第 三 十 一 条 第 三 項 中「 第 二 十 七 条 第 一 項 」

と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す

る 第 二 十 七 条 第 一 項 」 と
、

第 三 十 二 条 中「 第 三

十 六 条 第 一 項 」 と あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項

に お い て 準 用 す る 第 三 十 六 条 第 一 項 」 と
、

第 四

十 八 条 第 一 項 第 二 号 中「 第 四 十 五 条 第 二 項 」 と

あ る の は「 第 四 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る

第 四 十 五 条 第 二 項 」 と
、

同 条 第 二 項 中「 次 条 第

一 項 」 と あ る の は「 次 条 第 二 項 」 と 読 み 替 え る

も の と す る
。  

 
 
 
 
 
（ 利 用 者 負 担 額 等 の 受 領） 

第 五 十 六 条  （ 略） 

２  指 定 療 養 介 護 事 業 者 は
、

法 定 代 理 受 領 を 行 わ

な い 指 定 療 養 介 護 を 行 っ た 際 は
、

支 給 決 定 障 害

者 か ら 当 該 指 定 療 養 介 護 に 係 る 指 定 障 害 福 祉

サー ビ ス 等 費 用 基 準 額 及 び 指 定 療 養 介 護 医 療

に つ き 健 康 保 険 の 療 養 に 要 す る 費 用 の 額 の 算

定 方 法 の 例 に よ り 算 定 し た 額 又 は 法 第 七 十 条

第 二 項 に お い て 準 用 す る 法 第 五 十 八 条 第 四 項

に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 の 定 め る と こ ろ に よ

り 算 定 し た 額 の 支 払 を 受 け る こ と と す る
。  

３ ― ５  （ 略） 
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（ 利 用 者 負 担 額 に 係 る 管 理） 

第 五 十 七 条  指 定 療 養 介 護 事 業 者 は
、

支 給 決 定 障

害 者 が 同 一 の 月 に 当 該 指 定 療 養 介 護 事 業 者 が

行 う 指 定 療 養 介 護 及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サー
ビ ス 等 を 受 け た と き は
、

当 該 指 定 療 養 介 護 及 び

他 の 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス 等 に 係 る 利 用 者 負

担 額 合 計 額 及 び 指 定 療 養 介 護 医 療 に つ き 健 康

保 険 の 療 養 に 要 す る 費 用 の 額 の 算 定 方 法 の 例

に よ り 算 定 し た 額 又 は 法 第 七 十 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 法 第 五 十 八 条 第 四 項 に 規 定 す る

主 務 大 臣 の 定 め る と こ ろ に よ り 算 定 し た 額 か

ら 当 該 指 定 療 養 介 護 医 療 に つ き 支 給 す べ き 療

養 介 護 医 療 費 の 額 を 控 除 し て 得 た 額 の 合 計 額

（ 以 下 こ の 条 に お い て 「 利 用 者 負 担 額 等 合 計

額」 と い う
。 ） を 算 定 し な け れ ば な ら な い
。

こ

の 場 合 に お い て
、

当 該 指 定 療 養 介 護 事 業 者 は
、

利 用 者 負 担 額 等 合 計 額 を 市 町 村 に 報 告 す る と

と も に
、

当 該 支 給 決 定 障 害 者 及 び 当 該 他 の 指 定

障 害 福 祉 サー ビ ス 等 を 提 供 し た 指 定 障 害 福 祉

サー ビ ス 事 業 者 等 に 通 知 し な け れ ば な ら な い
。  

 
 
（ 従 業 者 の 配 置 の 基 準 ） 

第 百 十 四 条  （ 略） 

２  （ 略） 

３  前 項 の サー ビ ス 提 供 責 任 者 は
、

指 定 重 度 障 害

者 等 包 括 支 援 の 提 供 に 係 る サー ビ ス 管 理 を 行

う 者 と し て 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を

総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に 基 づ く 指 定 障

害 福 祉 サー ビ ス の 事 業 等 の 人 員
、

設 備 及 び 運 営

に 関 す る 基 準 第 百 二 十 七 条 第 三 項 の 規 定 に よ

り こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め

る も の で な け れ ば な ら な い
。  

４  （ 略） 
 
   附  則  
 

１ ― ５  （ 略） 
（ 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 日 中 サー ビ ス 支

援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 に お い て 個 人 単 位

で 居 宅 介 護 等 を 利 用 す る 場 合 に 関 す る 特 例 ） 

６  第 百 九 十 九 条 第 三 項 及 び 第 二 百 一 条 の 八 第

四 項 の 規 定 は
、

指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 日

中 サー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の

利 用 者 の う ち
、

重 度 訪 問 介 護
、

同 行 援 護 又 は 行

動 援 護 に 係 る 支 給 決 定 を 受 け る こ と が で き る

者 で あ っ て
、

障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会

に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関 す る 命 令（ 平

成 二 十 六 年 厚 生 労 働 省 令 第 五 号 ） 第 一 条 第 五 号

に 規 定 す る 区 分 四
、

同 条 第 六 号 に 規 定 す る 区 分

五 又 は 同 条 第 七 号 に 規 定 す る 区 分 六 に 該 当 す

る も の が
、

共 同 生 活 住 居 内 に お い て
、

当 該 指 定

共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 当 該 日 中 サー ビ ス 支

援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 以 外 の

者 に よ る 居 宅 介 護 又 は 重 度 訪 問 介 護 の 利 用 を

希 望 す る 場 合 に つ い て は
、

令 和 六 年 三 月 三 十 一

日 ま で の 間
、

当 該 利 用 者 に つ い て は
、

適 用 し な

い
。  

７  第 百 九 十 九 条 第 三 項 及 び 第 二 百 一 条 の 二 の

七 第 四 項 の 規 定 は
、

指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所

（ 利 用 者 負 担 額 に 係 る 管 理） 

第 五 十 七 条  指 定 療 養 介 護 事 業 者 は
、

支 給 決 定 障

害 者 が 同 一 の 月 に 当 該 指 定 療 養 介 護 事 業 者 が

行 う 指 定 療 養 介 護 及 び 他 の 指 定 障 害 福 祉 サー

ビ ス 等 を 受 け た と き は
、

当 該 指 定 療 養 介 護 及 び

他 の 指 定 障 害 福 祉 サー ビ ス 等 に 係 る 利 用 者 負

担 額 合 計 額 及 び 指 定 療 養 介 護 医 療 に つ き 健 康

保 険 の 療 養 に 要 す る 費 用 の 額 の 算 定 方 法 の 例

に よ り 算 定 し た 額 又 は 法 第 七 十 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 法 第 五 十 八 条 第 四 項 に 規 定 す る

厚 生 労 働 大 臣 の 定 め る と こ ろ に よ り 算 定 し た

額 か ら 当 該 指 定 療 養 介 護 医 療 に つ き 支 給 す べ

き 療 養 介 護 医 療 費 の 額 を 控 除 し て 得 た 額 の 合

計 額（ 以 下 こ の 条 に お い て「 利 用 者 負 担 額 等 合

計 額」 と い う
。 ） を 算 定 し な け れ ば な ら な い
。

こ の 場 合 に お い て
、

当 該 指 定 療 養 介 護 事 業 者

は
、

利 用 者 負 担 額 等 合 計 額 を 市 町 村 に 報 告 す る

と と も に
、

当 該 支 給 決 定 障 害 者 及 び 当 該 他 の 指

定 障 害 福 祉 サー ビ ス 等 を 提 供 し た 指 定 障 害 福

祉 サー ビ ス 事 業 者 等 に 通 知 し な け れ ば な ら な

い
。  

 
（ 従 業 者 の 配 置 の 基 準 ） 

第 百 十 四 条  （ 略） 

２  （ 略） 

３  前 項 の サー ビ ス 提 供 責 任 者 は
、

指 定 重 度 障 害

者 等 包 括 支 援 の 提 供 に 係 る サー ビ ス 管 理 を 行

う 者 と し て 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を

総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に 基 づ く 指 定 障

害 福 祉 サー ビ ス の 事 業 等 の 人 員
、

設 備 及 び 運 営

に 関 す る 基 準 第 百 二 十 七 条 第 三 項 の 規 定 に よ

り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る も の で な け れ ば な ら

な い
。  

４  （ 略） 
 

附  則  
 

１ ― ５  （ 略） 
（ 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 日 中 サー ビ ス 支

援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 に お い て 個 人 単 位

で 居 宅 介 護 等 を 利 用 す る 場 合 に 関 す る 特 例 ） 

６  第 百 九 十 九 条 第 三 項 及 び 第 二 百 一 条 の 八 第

四 項 の 規 定 は
、

指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 日

中 サー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の

利 用 者 の う ち
、

重 度 訪 問 介 護
、

同 行 援 護 又 は 行

動 援 護 に 係 る 支 給 決 定 を 受 け る こ と が で き る

者 で あ っ て
、

障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村 審 査 会

に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関 す る 省 令（ 平

成 二 十 六 年 厚 生 労 働 省 令 第 五 号 ） 第 一 条 第 五 号

に 規 定 す る 区 分 四
、

同 条 第 六 号 に 規 定 す る 区 分

五 又 は 同 条 第 七 号 に 規 定 す る 区 分 六 に 該 当 す

る も の が
、

共 同 生 活 住 居 内 に お い て
、

当 該 指 定

共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 当 該 日 中 サー ビ ス 支

援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 以 外 の

者 に よ る 居 宅 介 護 又 は 重 度 訪 問 介 護 の 利 用 を

希 望 す る 場 合 に つ い て は
、

令 和 六 年 三 月 三 十 一

日 ま で の 間
、

当 該 利 用 者 に つ い て は
、

適 用 し な

い
。  

７  第 百 九 十 九 条 第 三 項 及 び 第 二 百 一 条 の 二 の

七 第 四 項 の 規 定 は
、

指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又
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（ 大 阪 府 認 定 こ ど も 園 の 認 定 の 要 件 並 び に 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条

例 の 一 部 改 正 ） 

第 五 条  大 阪 府 認 定 こ ど も 園 の 認 定 の 要 件 並 び に 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定

め る 条 例 （ 平 成 十 八 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

附  則  

 こ の 条 例 は
、

公 布 の 日 か ら 施 行 す る
。  

又 は 日 中 サー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事

業 所 の 利 用 者 の う ち
、

障 害 支 援 区 分 に 係 る 市

町 村 審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関

す る 命 令 第 一 条 第 五 号 に 規 定 す る 区 分 四
、

同

条 第 六 号 に 規 定 す る 区 分 五 又 は 同 条 第 七 号 に

規 定 す る 区 分 六 に 該 当 す る も の が
、

共 同 生 活

住 居 内 に お い て
、

当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業

所 又 は 日 中 サー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助

事 業 所 の 従 業 者 以 外 の 者 に よ る 居 宅 介 護（ 身

体 介 護 に 係 る も の に 限 る
。

以 下 こ の 項 に お い

て 同 じ
。 ） の 利 用 を 希 望 し
、

次 に 掲 げ る 要 件 の

い ず れ に も 該 当 す る 場 合 に つ い て は
、

令 和 六

年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間
、

当 該 利 用 者 に つ い

て は
、

適 用 し な い
。  

 一 ・ 二  （ 略） 

８ ― 11  （ 略） 

は 日 中 サー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業

所 の 利 用 者 の う ち
、

障 害 支 援 区 分 に 係 る 市 町 村

審 査 会 に よ る 審 査 及 び 判 定 の 基 準 等 に 関 す る

省 令 第 一 条 第 五 号 に 規 定 す る 区 分 四
、

同 条 第 六

号 に 規 定 す る 区 分 五 又 は 同 条 第 七 号 に 規 定 す

る 区 分 六 に 該 当 す る も の が
、

共 同 生 活 住 居 内 に

お い て
、

当 該 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 又 は 日 中

サー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従

業 者 以 外 の 者 に よ る 居 宅 介 護（ 身 体 介 護 に 係 る

も の に 限 る
。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ
。 ） の 利

用 を 希 望 し
、

次 に 掲 げ る 要 件 の い ず れ に も 該 当

す る 場 合 に つ い て は
、

令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま

で の 間
、

当 該 利 用 者 に つ い て は
、

適 用 し な い
。  

 一 ・ 二  （ 略） 

８ ― 11  （ 略） 

  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 認 定 要 件） 

第 三 条  （ 略） 

一  就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育
、

保 育 等 の 総

合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 第 三 条 第 二

項 及 び 第 四 項 の 規 定 に 基 づ き 内 閣 総 理 大 臣

及 び 文 部 科 学 大 臣 が 定 め る 施 設 の 設 備 及 び  
              内  閣  府  

運 営 に 関 す る 基 準（ 平 成 二 十 六 年 文 部 科 学 省  
             厚 生 労 働 省  

告 示 第 二 号
。

以 下 「 告 示 」 と い う
。 ） 第 一 の

一 に 規 定 す る 幼 稚 園 型 認 定 こ ど も 園（ 以 下

「 幼 稚 園 型 認 定 こ ど も 園」 と い う
。 ） 次 の

い ず れ か に 該 当 す る 施 設  

イ ・ ロ  （ 略） 

二 ・ 三  （ 略） 

２  （ 略） 

（ 認 定 要 件） 

第 三 条  （ 略） 

一  就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育
、

保 育 等 の 総

合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 第 三 条 第 二

項 及 び 第 四 項 の 規 定 に 基 づ き 内 閣 総 理 大 臣
、

文 部 科 学 大 臣 及 び 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 施

設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準（ 平 成 二 十 六  
  内  閣  府  

年 文 部 科 学 省 告 示 第 二 号
。

以 下「 告 示 」 と い  
 厚 生 労 働 省  

う
。 ） 第 一 の 一 に 規 定 す る 幼 稚 園 型 認 定 こ ど

も 園（ 以 下「 幼 稚 園 型 認 定 こ ど も 園」 と い う
。 ） 

 次 の い ず れ か に 該 当 す る 施 設  

イ ・ ロ  （ 略） 

二 ・ 三  （ 略） 

２  （ 略） 
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大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 大 阪 府 条 例 第 四 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る
。  

附  則  

（ 施 行 期 日 等） 

１  こ の 条 例 は
、

公 布 の 日 か ら 施 行 し
、

改 正 後 の 大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償

に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う
。 ） の 規 定 は
、

令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 適 用

す る
。  

（ 適 用 区 分） 

２  新 条 例 別 表 の 規 定 は
、

令 和 四 年 四 月 一 日 以 後 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 公 務

災 害 補 償 並 び に 同 日 前 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 傷 病 補 償 年 金
、

障 害 補 償 年 金

及 び 遺 族 補 償 年 金 で 同 日 以 後 の 期 間 に つ い て 支 給 す べ き も の の 補 償 基 礎 額 に つ

い て 適 用 し
、

そ の 他 の 公 務 災 害 補 償 の 補 償 基 礎 額 に つ い て は
、

な お 従 前 の 例 に

よ る
。  

改 正 後  改 正 前  

  

別 表 （ 第 三 条 関 係 ） 

医 師
、

歯 科

医 師 又 は

薬 剤 師 と

し て の 経

験 年 数  

五 年 未 満  

五 年 以 上 一

〇 年 未 満  

一 〇 年 以 上

一 五 年 未 満  
（ 略） 

学 校 医 及

び 学 校 歯

科 医 の 補

償 基 礎 額  

円  

六
、

三 四 〇  

円  

八
、

〇 八 五  

円  

九
、

六 四 〇  
（ 略） 

学 校 薬 剤

師 の 補 償

基 礎 額  

五
、

三 四 〇   六
、

三 一 〇  六
、

九 二 五  （ 略） 

 備 考  （ 略） 
 

別 表 （ 第 三 条 関 係 ） 

医 師
、

歯 科

医 師 又 は

薬 剤 師 と

し て の 経

験 年 数  

五 年 未 満  

五 年 以 上 一

〇 年 未 満  

一 〇 年 以 上

一 五 年 未 満  
（ 略） 

学 校 医 及

び 学 校 歯

科 医 の 補

償 基 礎 額  

円  

六
、

二 四 五  

円  

八
、

〇 〇 三  

円  

九
、

六 〇 八  
（ 略） 
学 校 薬 剤

師 の 補 償

基 礎 額  
五
、

二 六 三  六
、

二 四 〇  六
、

九 〇 〇  （ 略） 

備 考  （ 略） 
 


